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アイマスク体験の　注意
たいけん ちゅうい

名前
なまえ

聞くめあて 「アイマスクをつける人」と「案内役」の、それぞれ気をつける
き ひと あんないやく き

ことを、分けてメモしましょう。
わ

おとさない言葉：手順・気をつけること
ことば てじゅん き
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アイマスク体験の　注意 小4　No.22｜説明｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

今日は、ふくし学習で、「アイマスク体験」をします。アイマスクをつけて、目が見えな

い人の気持ちを考えます。二人一組になって、一人がアイマスクをつけ、もう一人が案内

役をします。

まず、アイマスクをつける人の注意です。案内役を、しんらいして、あわてずに、ゆっ

くり進みましょう。こわいときは、むりをせず、「止まって」と、こえに出して伝えます。

つぎに、案内役の注意です。となりに立って、うでを持ってもらいます。歩くときは、

「三だんの、かいだんがあります」のように、目の前のようすを、言葉で、くわしく伝え

ます。だんさや、まがり角は、とくに気をつけます。

体験が終わったら、気づいたことを、話し合いましょう。目が見えないと、どんなこと

にこまるのか。どうしたら、あん心してもらえるのか。相手の気持ちを考えることが、い

ちばん大切です。

めものれい

アイマスク体験の注意（ふくし学習）

二人一組：一人がアイマスク、一人が案内役

アイマスクの人：しんらいしてゆっくり／こわい時は「止まって」と伝え

る

案内役：うでを持ってもらう／だんさ・まがり角は言葉でくわしく伝える

こたえと かいせつ

（1）二人一組

「二人一組になって、一人がアイマスクをつけ、もう一人が案内役をします」

の部分です。

（2）むりをせず、「止まって」とこえに出して伝える

「こわいときは、むりをせず、『止まって』と、こえに出して伝えます」と言っ

ていました。

（3）イ（目の前のようすを、言葉でくわしく伝える）

「目の前のようすを、言葉で、くわしく伝えます」と言っていました。だまっ

て歩いたり、早く歩いたりしてはいけません。

（4）（例）だんさのところでは、どう伝えればよいですか。／こわがって

いる人には、どうしますか。

アイマスク体験に関係する「たずねる文（〜ですか。）」になっていれば正解で

す。
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